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岩手県を代表する土壌において 8年間野菜を栽培した場合の土壌化学性の経年変化
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: は じ め に

畑地において作物が高い収量を得るには,土壊は作物

の根に対し水分,空気,養分を十分に供給する必要があ

る。しかしながら,土壊の種類と分布は極めて多様であ

り,作物生産への寄与も一様でない。

そこで本研究では,岩手県北上地域において,平成 9

年度より県内に分布する土壊のうち 3種類を用いて同一

管理の栽培を行い, これら土壌における収量と化学性の

経年変化を調査した。

2試 験 方 法

(1)試験場所

岩手県農業研究センター内,コ ンクリート枠圃場 (10

×1 0ol)× 3筆, 深度 50cm

(2)供試土壊

厚層多腐植質黒ポク土 (滝沢土),多腐植質普通非アロ

フェン質黒ポク土〈北上土),褐色低地土 (江刺土)

(カ ッコ内はその土壌を代表する県内の地域名)

(3)供試品目

スイートコーン,キャベツ,ダイコンの順に輪作 (表 1)。

(4)施肥量

岩手県における施肥基準に準ずる (表 2)。

(5)土壊改良

平成 9年度作付け後の土壊分析結果を基に土壌改良

資材を投入 (表 3)。

※改良目標 (改良深 15cm)=可給態リン酸 16mg,交 換性塩

基 (対陽イオン交換容量%)=石灰 40%,苦± 15%,カ リ5%

3 試験結果及び考察

(1)滝沢土においては,平成 10年度の 2作 目 (ダイコ

ン)を除いて北上土を上回る安定した収量を得た。江刺

土における収量は年次変動が極めて大きく,北上土の収

量を大幅に上回る場合もあったが,反対に減収となる場

合もあった (図 1)。 この減収は,江刺土の特性として粘

土に富む土壌のため,耕経時の水分状態によっては砕土

が不十分となり,発芽や初期生育に悪影響を及ぼす場合

があること,排水性が悪いため湿害が発生する場合があ

ること等に起因するものと考えられた。

(2)各々の土壊において,試験期間中における全炭素,

全窒素含有率に大きな変化は認められず (図 2,3),本県

における基準通りの有機物の施用により土壊中の有機物

含量を維持することが可能であつた。

〈3)交換性石灰及び苦土は土壊改良により増加したが,

その後徐々に減少し,北上土,江刺土においては改良前

の値を下回つた (図 4,5)。 交換性カリは土壊改良によっ

て増加した後,年次変動があるものの改良前を上回る値

で推移した (図 6)。 これは施jlLに よる供給が毎年あった

ためだと考えられた。また,塩基飽和度の低下に伴い pH

の低下も認められた (データ省略)。

(5)可給態リン酸は改良前の滝沢土,北上土において著

しく少なかったが,土壊改良と施肥によって増加を続け

た。一方滝沢土は一時的な増加が認められたものの,そ
の後は低い値で推移し,改良前と比較して僅かに増加す

るにとどまった (図 7)。 滝沢土において可給態リン酸が

増加しにくいのは,この土壌に含まれるアロフェンにリ

ン酸イオンが結合することに起因するものと考えられた。

表 1 供試作目

表 2 作目別における施肥量 (岩手県施肥基準に基づく)

スイー トコーン

H10・ 12・ 14・ 16

H10・ 12・ 14

キャベツ

ダイコン

スイートコーン

キャベツ

ダイコン

窒素  リン酸  カリ

15+5      20      15+5

12+6      20      10+6

8       15       8

表 3土壊改良資材投入量 (H9収穫後にのみ施用)

土壊タイプ
成分投入量 (kg/10a)

K20

漱
世
悧

316

248

38

412

323

50

165

129

25

64

31

50
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図 1相対収量の推移 (基準:北上土)
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-…図2全炭素含有率の推移
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図5交換性苦土の推移
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図 3全窒素含有率の推移
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図4交換性石灰の推移
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図 6交換性カリの推移
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図 7可給態リン酸の推移

4ま と め

厚層多腐植質黒ポク土は安定した収量を得ることが

でき,多腐植質普通非アロフェン質黒ポク土がそれに次
いだ。褐色低地土は年次変動が大きかった。各々の土壌
における全炭素,全室素含有率に大きな変化は認められ

ず,施肥基準通りの有機物の施用により土壌中の有機物

含量を維持することが可能であった。可給態リン酸は改

良前の滝沢土,北上土において著しく少なかったが,土壌

改良と施肥によって増加を続けた。一方滝沢土は一時的

な増加が認められたものの,その後は低い値で推移し,改

良前と比較して僅かに増加するにとどまった。

引 用 文 献

1)清野馨 編 1984.東北の農業と土壌肥料 p22023

H9

400

●

Sm。
210

００

　

　

　

０。

ｍ
　
　
０

へ ｀
、//力

｀｀‐´ンヽ、
、卜_→

|

“

４５

０

“

∞

郷

”

”

“

，

０

ざ^

９
ヽ
こ

-194-


